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７月２３日に徳島中学校の１年生が体験

学習に来てくれました。その感想文を送っ

ていただきました。体験してくれた５人ひ

とりひとりが、それぞれ自分の感じた気持

ちを書いてくれました。体験学習をたくさ

ん受け入れてきましたが、今回の１年生５

人の感想文は、ひとりひとりの感性や視点

に、みずみずしさとピカッと光るものを感

じました。文章ではつたないが動きで光る

生徒や、動きはぎこちないがいろいろなも

のを一杯感じて、それがじわっと心に吸収

されていつしか言葉として形づくられる生

徒など、いろいろな生徒がいるわけですが、

人を育てることは長い時間と、大変な労力

と、そして地域なりそこに暮らす方々の営

みによって育まれる・・・そう感じさせら

れた今日この頃です。 

 Ａ君：今日はよい体験をさ

せていただいてありがとう

ございました。古紙をトラッ

クに入れる作業はとても大

変でした。辞典や伝記など表

紙の厚い本は表紙を破いて

入れるか、ついている止め

金、ビニール、ひもなどはと

っていれるなど、雑誌をトラ

ックにつめると言っても

色々分別しなければならい

なだなぁと思いました。業者 

に持っていったときも、ダンボール、新聞、

雑誌類と分けていてそれぞれとても量があ

りました。あれだけやった分のお金が世界

の国々に寄付されていると聞いてうれしく

なりました。食器などを並べる作業では、

ガラスでできたコップや陶器を運ぶとき

は、こわれるかもしれないと思ってしんち

ょうまに運びました。でも、並べるときは

けっこう楽しかったです。そのあと、くわ

しい話を聞かせてもらって、知らなかった

ことがよく分りました。今日は本当にあり

がとうございました。 

 Ｂ君：きょう体験学習をさしていただい

てありがとうございました。ぼくは服たた

みとねだんをつけたりして、楽しかったで

す。一番楽しかったのは、服たたみです。

・体験することの意味（杉浦 良）

・お知らせ（メンバー特別賞、中学

生体験実習、お米など頂きました）

・体験ボランティア 2007 報告 

・スタッフ雑感（小野 裕太郎) 

・太陽と緑の会案内図 

・ご支援下さった皆様 ／編集後記 

かわら版 

－体験することの意味－       杉浦 良

ＮＰＯ法人 太陽と緑の会

2007 年 9 月 121 号 

絵:藤田さん
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それでそうじもしました。それで最後は

いろいろと話をしてくれてありがとうご

ざいました。ですけどときどきねてしま

ってすいませんでした。今日はありがと

うございした。 

 Ｃさん：今日は一日ありがとうござい

ました。ふだんしない、物を磨いたり、

値段を付けたり、商品をならべたりする

仕事をして、私は、一つの物を売るのに

こんなにたくさんの人が関わるので、お

どろきました。メンバーの方々や、スタ

ッフの方々も、優しく、分りやすく教え

て下さったり、お話をして下さったので、

私自身とても楽しかったです。物を売る

だけでなく、古紙などのリサイクルもし

ていて、自分もこれからいらないものな

ど持って行きたいと思います。そして『太

陽と緑の会』をこれから利用して行きた

いです。今日はとっても楽しかったです。

いらない物がある人、それをほしい人を

つなぐのが『太陽と緑の会』なんだなぁ

と、お話をして下さった時に思いました。

とくにタッチャーを使ったり、シールを

はるのが楽しかったです。貴重な時間あ

りがとうございました。 

 Ｄさん：いろいろ教えて下さったりお

話してくださったりしてありがとうござ

いました。だれかのいらない物をいる人

に売ったりリサイクルしているのがいろ

んな人に役立ってとてもいいと思いまし

た。また障害のある人もみんなと同じよ

うに、はたらくことができてとてもやさ

しいところだと思いました。また「太陽

と緑の会」のひとたちはいろいろ話しか

けたり、教えてくれたりして、やさしい

人がたくさんいました。こんないいとこ

ろも「ボランティア」で始まったと知っ

て、いろんな人に役立てて、大事なこと

だと思いました。だから、これからもボ

ランティアをできるだけやりたいと思

いました。貴重な時間をありがとうござ

いました。 

 Ｅ君：今日は訪問させていただき、あ

りがとうございました。仕事もとてもい

そがしくて、たたむさぎょうもとても速

くて、どんどんやっていかないと、間に

合わないことがわかりました。タッチャ

ーもじみちなさぎょうで、一つ一つ人の

手でやっていくのはとてもたいへんで

した。始めねふだつけは、機械でやるの

かと思っていました。でも、人の手でや

るのは、とてもてまがかかってとても時

間がかかるさぎょうなのにとても頑張

っているみなさんはすごいと思いまし

た。そうじもいっしょにやっていた人も

ずっとやっていて、すごいと思いまし

た。あきないのが、とてもふしぎだった

けど、一生けんめいだったのがすごいと

思いました。 

 こんなふうに、ひとりひとりの生徒

を、その子なりの感じ方や見方を大切に

しながら、教えている先生方にも、ホッ

としてハッとさせられました。百聞は一

見に如かず。インターネットなど、情報

の嵐の中で、実際に体験することの意味

がここにあります。 
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お 知 ら せ 
 

メンバー特別賞 
８月６日、７日 メンバー

特別賞選考会を実施しまし

た。３ヶ月に１回行うメンバ

ーの時給ミーティングでは、

作業内容が評価対象となりま

すが、それとは異なる軸で評

価・表彰する機会を設けるこ

とを目的とし、今回初めて特

別賞(２名)の選考会を行いま

した。 

新しい試みとして、スタッ

フは一切入らずメンバーだけ

で投票して選ぶメンバー選考

枠を設けました。メンバー選

考枠１人、スタッフ選考枠１

人とし、前者は工藤さん、宇

津君、大和さん、小倉さんの

４人が同点となり、翌日の決

選投票で工藤君が選ばれ、ト

ロフィーの授与と副賞の3000

円の贈呈を行いました。 

 
メンバーが選ぶ特別賞  開票結果を見つめる 

 
 
 
 
 
 
 
 

スタッフ選考枠は、１年４

ヶ月、徳島市内をねり歩き、

自分の詩集を累計 3000 冊販

売してきた米田さんが選出さ

れました。またミニ特別賞に

大和さんが選ばれました。  
 
 
 
 
 
 
 
 

メンバー選考枠は、時給が

高い人だけに票が集まるとい

うことはなく、メンバー各自

の視点から頑張っていると思

われる人に投票されたように

思います。スタッフが入らな

いという点がメンバーには新

鮮だったようで、開票の時に

はかなり盛り上がりを見せま

した。少しずつ改善しながら

継続して行く予定です。 

トロフィーと副賞の贈呈 



 中学生職場体験実習 
７月 23 日午前９時から午後３時まで、徳

島中学校中学１年生５名(男３女２)  

 

９月４日午前９時から午後３時まで、徳

島市内の国府中学校中学３年生９名(男

７女２) 

 

 

お米など頂きました 
８月 19 日、９月１日、９月８日 吉野川

市の伊勢様から稲わら、もみがらとお米

を頂きました。伊勢様からは毎年頂いて

おり、稲わら、もみがらは月の宮作業所

で農業や養鶏に、お米は月の宮共同生活

棟での食料として活用させて頂いてお

り、本当に助かっています。 

 
 

取材・見学 
８月 20 日 毎月第１・第３木曜日発行、

徳島新聞折込の生活情報誌「ＳＡＬＡＬ

Ａ」の藤田さんが取材のため来所・見学。

 

８月28日 徳島市立宮井小学校の人権学

習会 20 名の方が見学のために来所。建

物・設備の案内及びプロジェクターによ

る事業概要説明、質疑応答。 

 
 

会議・研修 
７月６日 徳島県精神障害者家族会連合

会定例総会が開催。当会から代表杉浦と

作業所メンバーの米田さんが参加。 

 

７月21日 徳島県障害者地域共同作業所

連絡協議会研修会が神山町のうめっこ作

業所にて開催。作業所関係者他が参加。

当会から代表杉浦が事務局として参加。 

 

７月 24 日 中古品安全・安心確保プログ

ラム意見交換会が徳島市内で開催。当会

より代表杉浦が参加。 
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徳島中学校・国府中学校 体験学習 
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  リサイクルワーク 夜 

8 月 23 日（木） リユース・リサイクルシステム見学
懇親会 太陽と緑の会記録映像

鑑賞 

8 月 24 日（金） 不用品の回収 不燃・可燃積込搬入
風とゆききし(柳澤寿男監督) 

鑑賞 

8 月 25 日（土） 不用品の回収 古紙積込搬入 
そっちやないこっちや(柳澤寿

男監督) 鑑賞 

8 月 26 日（日） 古紙積込 新館での商品陳列整理 
お別れパーティ ぼくの中の夜

と朝(柳澤寿男監督) 鑑賞 

8 月 27 日（月） 午前９時 解散 

８月 23 日～27 日 体験ボランティア

2007 を実施しました。一昨年２月の火災

からの復興、事業の再建を優先し、体験

ボランティアは２年間休止させて頂いて

いましたが、今年度、３年ぶりに復活さ

せることができました。 

通算 16 回目の開催となる今回は、東京

から草薙さん（30 代）、徳島から庄司さん

（20 代）の２名が宿泊も含めて全日程参

加しました。 

 初日のオリエンテーションでは建物・

設備の案内後、プロジェクターを使用し

て事業の概要説明を２時間に渡り行いま

した。今回のワーカーさんは２人とも当

会の事業への関心が高く、質疑応答も活

発でした。 

 日中のワークは、ワーカーさんの希望

により３日間ともリサイクル作業所にお

けるワークとし、作業所メンバーさんと

スタッフとトラックに乗って一般家庭を

回る不用品の回収作業、資源ごみ及び不

燃・可燃ごみの積み込み・搬入など、ワ

ーカーさんが日常では体験できないこと

もして頂きました。 

 ワークの後は、月の宮共同生活棟で、

生ゴミ、ふん尿、生活排水を養鶏・畑と

リンクさせて活かす循環型生活を実際に

体験しつつ、共同生活メンバーや青年長

期ボランティア他とともに共同生活を行

って頂きました。 

 月の宮生活棟における夜のプログラム

は、初日は火災から再建までのテレビ報

道番組を編集したＤＶＤ鑑賞、２日目、

３日目はドキュメンタリー映画のビデオ

鑑賞を行いました。 

 最終日は共同生活メンバー、スタッフ、

青年長期ボランティアが参加して、ささ

やかながら、お別れ会を行いました。太

陽と緑の会の初期にボランティア会員と

して活動した山田さんもご夫妻でお越し

頂き、筋ジストロフィーのドキュメンタ

リー映画「ぼくの中の夜と朝」の 16 ミリ

フィルムによる上映を行いました。 

最後に、火災に遭う前の平成３年から

16 年にかけてのテレビ報道映像を鑑賞

し、太陽と緑の会の活動の軌跡を振り返

りました。ワーカーさんからは、運営や

今後の方向性についての質問もあり、夜

中の２時半まで語り明かしました。

体験ボランティア 2007 



スタッフ雑感 
ゃなくて、どうしたらいいかわからない

だけなんだ。」と気付きました。そうやっ

て声をかけていると、初めは「今これや

っているのに～。」となかなか重い腰が上

がらなかったメンバーが最近では「持ち

込みですか？」と自分からお客様に声を

かけて「これお願いします。」と持ち込み

カードを出して「ありがとうございまし

た。」と元気に接客をしています。そして

最終的には僕に「はい、終わりました。」

と誇らしげに言ってきてくれます。その

顔を見ているとなんとも言えない気持ち

になりますね。でもそんなメンバーの成

長を見かける度に自分はどうなんだろう

と焦りを感じます。ゲームのように経験

値が蓄積されてある程度まで貯まるとレ

ベルアップするみたいに簡単にわかれば

いいのですが。 

 

９月に入り暑さも少しは落ちついてき

て僕が徳島に来て３度目の夏が過ぎよう

としています。どうしたらこの持ち込み

品の衣類の山を効率よく素早く選別が出

来るんだろうと考えている毎日ですが、

朝に夏休みボケの顔をして気だるそうに

自転車をこぐ高校生を見かけると「あぁ、

僕もちょっと前までのほほんと高校生を

していたんだなぁ」と、懐かしく思いま

す。あの頃は毎日バイトして、学校へ行

って、学校が終わった後は遊んで・・・。

それなりに楽しくはあったけどどこか物

足りない、いつも周りには友達や家族が

いて自分はみんなが支えているからやっ

ていける。でもそれがなくなったら自分

はどんな事が出来るんだろう。そんなこ

とを思っていました。 
 時々、自分はどこに向かっているかわ

からなくなる時があります。いつか徳島

を離れる時までには太陽と緑の会でこん

なことをした！と誇れる自分になれれ

ば・・・と思います。(アルバイト職員・

小野裕太郎(福島県出身・21 才)) 

 僕が太陽と緑の会に来て２年と半年近

く、ボランティアからアルバイトに変わ

り任される仕事も増えてきました。今は

奥の作業倉庫と呼んでいる建物で衣類の

選別と値段付け、電化製品のチェック、

持ち込みや買い物に来てくださるお客さ

んの対応をメンバーと一緒にやっていま

す。最初は何でもかんでも自分ひとりで

やろうとしてなかなかメンバーに手伝っ

てもらうことができず「何でこんなにや

っているのに誰も手伝ってくれないんだ

ろう・・・」と悶々とした事もあります。

でも声をかけたら「はい、行きまーす。」

と大きな声を出してパッと手伝いに来て

くれる。「そうか、手伝いたくないわけじ
作業倉庫にて（左から小野君、宇津君、国府中実習生）
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 太陽と緑の会 案内図 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

太陽と緑の会事務局・店舗兼作業所全景(左から掘り出し物コーナー、新館、作業倉庫) 

掘
り
出
し
物
コ
ー
ナ
ー 

お
買
い
得
品
が
所
狭
し
と
並
ん
で
い
ま
す 

 

屋
根
に
太
陽
熱
温
水
器
を
設
置 

 
新館 

(太陽と緑の会事務局・店舗兼作業所 ２階建)
 
リユース品の販売 

衣料品・着物、くつ・かばん、食器、贈答品、

花器、置物、本・レコード、おもちゃ・ゲーム、

家具、ベビー用品他、いろいろあります 

 

全国の皆様のご支援により再建した建物 

暑さ、寒さ緩和のため、換気・断熱エコシステ

ムを館内に導入 

屋根に 68 枚パネルの太陽光発電システム設置 

作
業
車
両
駐
車
場

３
台
分

太
陽
と
緑
の
会 

  
作業

倉庫

駐車場 駐車場 入
口 ４台分 ４台分 自転車等 

駐輪場 
 

品物 

お持ち

込み 
コ
ー
ナ
ー

格
安
品 

屋
外 受付 
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値段付け回収用 カバンの
陳列準備1.5 トン 

トラック 

店内磨き 
整理

アンティーク
食器など 
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当会の活動をご支援下さった皆様
§2007 年６月 1日～2007 年７月 31 日§（紙面の都合上、敬称は略させて頂きます） 

ご寄付下さった皆様方
荒川、山田、小畑、大塚、近藤組、前川 

 

不用品を回収させて頂いた方々  
○徳島市○カンガルー歯科、ワタベサイクル、国府コミセン、藤田、佐藤、池田、コープ自然派徳島、中
西、川西、堤、上田、ホームセンター川内店、藤井、中野、城内、日浦、福岡、市川、古田、米田、福山、
井筒、宮崎、小畑、名本、中川、キッサドラゴン、谷、前田、小路、四宮、市原、西、原、富岡医院、井
戸寺、吉田、盛、小松、馬越、今津、市原、近藤、今川、古川、稲実、村本、近藤整形外科、秋山、エア
トラベル徳島、富永、伊沢、井上、すみ家、北島、忠津、米澤、松永、小林、パソＱ、土屋、柳本、森久、
近藤組、高橋、金山、ハヤタ、温知堂針きゅう院、河野、中尾、岡、西條産婦人科、石岡吉村、篠原、近
藤、吉田、万玉薬局、高木、多田、佐藤、片山、西岡、東亞合成、工藤、逢坂、長谷部、近久、藤井、坂
東、富永、中野商店、中村、キトー鬼頭、中川、岡川、坂川、鈴木、パンチ企画、相原、藍川、松下、日
野、森山、竹岡、塚井、銅宍、原谷、ヴォーグ、関口、渡辺、美濃、平野、そうこう堂、張、福原、藤井、
矢野、ビューティーオアシス、斉木、鎌田、中田、北島、杉山、林、福村、山本、立川、小溝、正木、亀
井、中山、犬伏、松久保、楠、松田、湯浅、谷川、木村、松崎、小西、米本、バルネケ黒住、浜口、山本、
大岩、鈴木、長谷、久宍、大坪、小出、大野、水間、栗本、粟田、児玉、青山、平尾、八木、富山、米澤、
鶴島、浜田○藍住町○吉本、佐野、日下、芥川、櫻田、岡、かいぜん○鳴門市○黒田、吉田、境本、久龍
寺田、原田、萩野○石井町○荒川、森、田岡、竹内、福井、○吉野川市○斉木○北島町○大西結城○小松
島市○本荘美容院、杉野、岩本、守田、正部○松茂町○日田、森○板野町○吉成、山口、手塚、高田○上
板町○馬場、奈良、加納 

 

不用品を持ち込んで下さった方々  
○徳島市○多田、松浦、佐野、原田、入田中学校、斎藤、落合、西野、助岡、阿部、山本、藤田、佐藤、
照本、境、吉村、遠近、山口、片保、幸田、横田、鹿児島、鈴木、昼間、酒井、田所、上田、浜田、七瀬、
武市、黒田、石山、川端、久米、賀川、坂野、住友、山花、宮本、後藤、小畠、松本、鳥井、竹内、村口、
長谷部、楠本、森、鈴江、塩田、笹山、樋口、片岡、黒川、藤本、松島、須磨、野崎、榎本、新開、久米
川、岡本、柳本、高原、岸田、堀、蔵本、脇村、森本、田中、三木、和田、芝原、宮内、栗尾、平山、坂
東、小川、水口、井上、渡部、佐々木、西、浅見、新居、日和田、野上、川上、川尻、小林、真沢、石原、
森田、冨士、合田、堀川、中尾、ダック引越しセンター、東口、犬伏、桂、大寺、井筒、桃井、福田、宮
本、稲実、武田、川田、平島、吉村、小森、西野、藤江、手城、小山、鎌田、富永、尾上、坂口、赤堀、
仁木、田山、清水、沢、大島、曽川、陽地、清井、吉成、遠藤、一宮、中西、西岡、米本、笠井、嵯峨、
原田、大西、立穴、井内、岩井、中島、今川、浜本、清水、松原、小川、米田、滝本、平松、生活訓練施
設ひまわり、勝間、長瀬、磯野、緒方、川上、森住、吉本、森下、街田、関口、岩瀬、滝原、大田、坪内、
姫野、澤井、桑原、元木、竹内、山崎、小笠、宮口、中川、椎野、山崎、北村、東條、福井、二宮、脇村、
中石、坂東、七條、森本、糸田川、福山、山崎、坂口、今獅々、仁木、バリケロ ジョゼマリオ、原田、
折野、林、花棚、浅尾、松村、美馬、白井、小林、力安、高丸、吉岡、橘、南本、玉谷、丸岡米原、今西、
中園、福住、福村、向井、溝内、島、高木、岩森、本田、島野、岩崎盛、栗飯原、伊川、山川、清水、樋
口、森、八木、原田、末政、富島、城福、竹内、高原、大山、富林、川口、荒木、金、楠本、西野、溝内、
中村、高木、東口、中西、伊丹、富内、土井、酒巻、宮本、笹島、瀬谷、知野、香川、井原、福田、広沢、
森、柏野、吉田、松本、大上、宮内、長浜、藤並、広永､美馬、矢野、祈野、川風、山田、島尾、長野、
須磨、籾井、谷口、太田、近藤、山城、木内、渋谷、都、象潟、河野、佐伯、ドラゴン、原、奥村、細井、
横田、岩佐、原田、須川、豊田、富田、谷、宇野、北井、東、島田、中川、松浦、福田、飼場、脇村、四
宮、樫葉、西谷、米田、植松、大島、山橋、前林、桑原、林、谷本、渡部、井貝、坂井、若山、溝内、橋
本、加藤、島浦、河野、松村、生島、祖父江、まゆやま学苑、椎野、国原、団、木下○石井町○松田、以
西、河野、徳永、蔵藤、山本、大西、小室、富山、奥平、松浦、川田、滝川、久米、藤本、岩本、小久見、
木村、中木、伊勢、福島、藤成、徳長、柴田、古高○吉野川市○高田、阿部、三瀬、中西、岸本、露口、
地造、近藤、森本、山崎、早見、藤本、瀧口、川原、金子、弥吉、大村、益田、吉岡、加本、岡、小松、
鈴田、桜本、北○北島町○生藤、塚本、東、久米、樋口、山下、中央自動車、吉楽、坂口、多田、和喜○
藍住町○三好、富永、中原、委託販売の店フリー、鹿児島、三原、四宮、土井、森、三木、吉田、両徳、
平池、中嶋、矢野、井上、山田、渡辺、中藤、中尾、河野、水井、林○鳴門市○泊、浜口、松山、宮本、
野村、坂尾、山本、清水、三木、丸泉、谷、南、岡本、東、吉田、桑野、中○板野町○奥谷、森川、吉成、
平岡、小川、稲田、鈴木、中原、佐藤、佐々木、美馬○小松島市○木村、飛田、植木、劉偉、福岡、松田、
山岡、小松原、福田○海陽町○神沢、福岡○上板町○近藤、和田、美馬、安芸、佐野○阿波市○渡辺、岡
田、割石、久米、阿波市役所 吉野支所○美馬市○奥村○神山町○佐々木○阿南市○岸○美波町○岩根○
三好市○野田○羽ノ浦町○加藤、浦川○松茂町○佐藤、坂東、藤岡○神奈川県○カトリック大和教会、宇
山○埼玉県○本田○広島県○福澤○京都府○木村、川人 
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  印刷が終わると、とじて発送する作業

部

ページも

機関紙はパソコンで原版を作ってお

り、ワードというワープロソフトを使っ

ています。 

です。前回は青年長期ボランティアの西

田君、アルバイトの小野君、メンバーの

走川君、宇津君が手伝ってくれました。 

全国の会員の皆様、関係機関などに400「お知らせ」コーナーはホームページ

に掲載している最新情報の記事をもとに

作ります。協力者名簿はメンバーの岡田

さんがワードで作成します。 

発送する他、不用品を提供して下さっ

た方、見学、実習、取材などで来られた

方などにお渡ししています。 

 なお、太陽と緑の会のホーム原稿を集め、おおまかなレイアウトが

できると、デジカメで撮った写真やスキ

ャナで読み込んだメンバーのイラストを

パソコン上で貼り付けて行きます。 

リニューアルを準備中です。写真や映像

による活動最新情報、商品紹介などのコ

ーナーを作る予定です。(小山) 

原版が完成したら、パソコンから印刷

機に直接データを送って印刷します。発

行部数は 1800 部です。この印刷機は２年

前にヤマト福祉財団様からの助成に自己

資金を合わせて購入したものです。 

 一昨年の火事の焼け跡から回収した印

刷用紙を、損傷もなくまだ使えるからと

いうことで大事に使い続けてきました

が、今回の発行で使いきりました。 

特定非営利活動法人 太陽と緑の会 発行：特定非営利活動法人 太陽と緑の会
 〒779-3120 徳島県徳島市国府町南岩延 107-１ 
私たちは生態系のリサイクルを含めたリ

サイクル・リユース活動を、様々なハンデ

ィを持ったメンバー達の地域共同作業所

（２箇所)とリンクさせて、行っておりま

す。地域の中で「人も物も活かされる街造

り」をテーマに、ハンディーのあるなしに

かかわらず「地域の中でその人がその人の

足で立っていけること」を目指して、様々

な方々（一般市民、ボランティア、行政）

の支えを頂きながら年間 300 日、土､日、祭

日を含めた、日常活動を行っております。

ＴＥＬ・ＦＡＸ ０８８－６４３－１０５４（事務局）

ＴＥＬ・ＦＡＸ ０８８－６４２－１０５４   

（不用品リユース・地域活動支援センター）

URL http://www２.ocn.ne.jp/~t-midori/index.htm

Ｅ－ＭＡＩＬ t-midori@jeans.ocn.ne.jp 
 

代表理事  杉浦 良   編集 小山 隆太郎 

編集サポート 岡田 郁子 

年会費：正会員１万円  準会員 1,000 円 

郵便振替口座：０１６２０－８－４４７０３ 

※この機関誌は再生紙を使用しています。


